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賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙 宮城県国際化協会機関紙 
　倶楽部ＭＩＡ の定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
　宮交観光サービス（株）　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会
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機関紙
（隔月発行）

宮城県国際化協会

倶楽部
みやぎの多文化な人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。みやぎの多文化な人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。

登米市国際交流協会　事務局長　佐々木信一さん

ー来日のきっかけを教えてください。
　ブラジル・サンパウロ州スザノ市の日系移民が住む福博村（ふく
はくむら）で日系3世として日本語環境で育ちました。中学、高校と
学年が上がるにつれ、ポルトガル語でもしっかり勉強しなければな
らず大変でした。大学の建築学科で学んでいるとき、日本留学から
戻った幼なじみから私も憧れていた日本での生活について聞いた
ことがきっかけで母方の祖母の出身地にある東北大学大学院で県
費留学生として学ぶことになりました。
ー国際交流協会ともだちin名取と関わったきっかけや現在の活
動などをお話しください。
　卒業後、仙台市内の造園会社で働いているときに出会った日本人
男性と結婚しました。知り合いのブラジル人が日本語の勉強をした
いというので名取市役所に相談したら、「ともだちin名取」という団
体で学べることがわかり、私も一緒に参加し、日本語能力試験のN1
合格を目指すことにしました。その後子育てなどで多忙になり、しば
らく足が遠のいていましたが、2011年に名取市長が姉妹都市のブ
ラジル・グアララペス市へ訪問することになり、ともだちin名取を通
じて通訳の依頼があったことがきっかけで、つながりが復活しまし
た。その年の3月11日に発生した東日本大震災で訪問は延期になり
ましたが、今度は被災住民が暮らす仮設住宅でおしゃべりをするボ
ランティアの誘いがあり、それからずっと関わっています。
　現在は、多文化共生支援部に所属して広報などに携わっていま
す。今年３月１１日には石川県で開催された「多文化が共生する県民
フェスタ」で被災体験をお話しする機会をいただきました。
ーブラジル原産のビキーニョという野菜を栽培しているそうで
すね。
　仮設住宅でおしゃべりボランティアをしていたとき、ブラジル料
理を一緒に作ってみないかと提案したら、喜んでくれて、フェイジョ
アーダ（豆のシチュー）やポンデケージョ（チーズ味のパン）などを作
りました。それからブラジルへの興味を持つ人が増えて、日系ブラ
ジル人が多く住んでいる群馬県を訪問したりもしました。群馬県で
はキャッサバ*が栽培されており宮城でも試してみましたが、農家さ

　登米市国際交流協会（TIFA）は、市内在住外国出身者向けに、通年毎週金曜日夜７時～９時に日本語教室を開催しています。現在はベト
ナム、フィリピンやマレーシア出身者など７名ほどが日常生活や職場で役立てるた
め、さらには日本語能力試験合格を目指して学んでいます。
　また外国人相談窓口をこの日本語教室の開催時間に併せて設け、行政書類の翻訳
や病院での通訳の手配をしています。最近は在住外国人の高齢化に伴い、家族の葬
儀や遺産相続手続き支援などが増えてきました。
　１２月１７日（日）には、登米市国際まつりを迫公民館で行います。今年は三味線の演
奏や古武道の居合（いあい）を披露します。さらにイタリア、インド、フィリピン、中国、
韓国等々、世界の料理を振る舞う予定です。
　他にも市民向けの中国語教室や英語教室、米国、オーストラリア、カナダの国際姉
妹都市との交流事業などもあります。これからも地域の皆さんに身近な国際交流の
機会を提供したいと考えています。

みやぎの国際活動団体みやぎの国際活動団体

　佐々木敦子さん （MIA日本語サポーター）サポーターの声
　ベトナム人技能実習生のズオンさんに、8月半ばから週２回、１時間ずつオンラインでサ
ポートを始めました。12月の日本語能力試験N２合格に向けて、文法のテキストを使って勉
強しています。テキストのみだと例文が足りないと感じたので、Power Pointで教材を作成
し、１つの単語に６つくらいの例文を紹介するようにしています。ズオンさんはとても勉強熱
心な方で、ご自分でテキストをすべて終わらせていますし、「尊敬と尊重はどう違いますか」
「『伺う』は誰と話すときに使いますか」などと質問もたくさんしてくれています。１回の活動

で４ページ分を勉強していて、もっと増やしたほうがよいかとズオンさんに尋ねたところ、質問する時間もほしいのでこのペースでよいとの
ことでした。ズオンさんが納得できる支援を工夫しないといけないと気持ちを新たにしたところです。始めたばかりのころは、教材準備を続
けられるのかと私自身に不安がありましたが、ズオンさんの頑張りに励まされながら準備が面白いと感じるようになってきました。
　普段はお互いに仕事をしていることもあり、オンラインで活動していますが、先日、ベトナム料理を食べに誘ってくれました。サポートは私
にとって嬉しい機会になりました。ズオンさんの応援を続けようと思っています。

鴇田 ミリアン 由美子 さん
ブラジル連邦共和国 スザノ市福博村出身
国際交流協会ともだちin名取
多文化共生支援部 副会長
　

みやぎのふるさとふれあい事業のご報告　 AIM＠

鴇田さん一家

ビキーニョのピクルス

ブラジル野菜ビキーニョを
名取から広めたい

国際まつり

んに「東北は寒くて難しい」と言われた通りの結果になりました。
（*キャッサバ：タピオカの原料として知られているが、ポンデケー
ジョなどのブラジル料理にも広く使われている）
　東北でもブラジル野菜を育てたいとその後も試行錯誤を続けた
結果、ビキーニョに辿り着きました。ビキーニョは、2、3センチの赤く
コロッとした形で辛みの少ないとうがらしです。ブラジルではピク
ルスとして食べることが多いです。日本で種を購入できることがわ
かり、最初は鉢植えで育ててみました。鑑賞用にもなるくらいきれ
いな赤い実が鈴なりにできて、「これは色んな料理に使えそう！沿岸
部の災害危険区域でも栽培できるのでは？」と思いました。
　それから周囲の人たちに「畑で作りたい」と話してみたところ、「ど
うだろう、難しいと思うよ」と言われました。けれども、ブラジルで花
卉栽培を成功させた祖父譲りの“開拓者の血”が騒ぎ、俄然やる気
が出ました。そして私の熱意を理解してくれた農家さんが畑を提供
してくださり、地植え栽培ができるようになりました。
　始めてから今年が5年目で、毎年変化があります。昨年は風で作
物が傾き、慌てて支柱を添えましたが、今年は苗を地植えするとき
に一緒に支柱も立てました。収穫時の負担を減らすため、植え付け
箇所に盛り土をしました。また地元の尚絅学院大学で栄養学を学ぶ
学生さんたちが昨年から「チームびき～にょ」を結成して関わってく
れています。今年の夏、酷暑のなか朝6時の収穫に来てくれた時は
嬉しかったですよ。来年は近くにある別の農家さんや岩沼市の農家
さんからも畑も提供していただけることになりました。今後の課題
は、水やりです。保水タンクを置きたいのですが、畑が危険区域にあ
り設置物などに制限があるのが悩みどころです。
ーこれからどんなことをしたいですか。
　ビキーニョを多くの人に知ってもらいたいです。ブラジルと同じ
ではなく日本人向けにアレンジしたピクルスや、シーズニングソル
トなどを商品化して、地域の特産品にできたらと考えています。さ
らに冷凍保存したり、食品乾燥機を買って水分を除いたりとレシピ
作りにも励んでいます。ブラジル野菜が名取や東北を元気にする
ことができたら、嬉しい限りです。

　この事業は、留学生等県内在住の外国人に地域のお祭りや
イベントに参加してもらい、伝統文化の体験やホームビジット
/ステイなど地域住民との交流を通じて、県民と参加外国人の
相互理解を深めてもらうことが目的です。
　今年は9月30日に美里町で７か国から来た留学生８名が、
そして9月30日と10月1日には石巻市で６か国からきた８名
が、各地域の個性を活かしたイベントに参加しました。参加者
からは、「稲刈りや餅つき体験、それから精米所見学など、普通
の観光客が体験できないことができた」、「小さな町でしたが、
心温まる体験となりました。また近いうちに訪れたいです」、
「ホストファミリーには自分の親のように面倒をみていただい
た」、「震災遺構の学校見学では災害の恐ろしさがわかりまし
た」などの感想が寄せられました。 石巻市　茶道体験

　美里町　稲刈り体験

ズオンさん（左）と佐々木さん（右）

とき た



「倶楽部MIA」の最新号及びバックナンバーは、WEB上でご覧
いただくことができます。 倶楽部MIA 検 索

　法テラス（日本司法支援センター）には、外国人が外国語で弁護士に無料相談ができる制度が
あります。
相談できる人：●日本に住んでいる　●在留資格に問題がない　●経済的に厳しい状況にある
＊無料法律相談・通訳サービスを利用するには、多言語情報提供サービスへ電話して、法律相談  
  の予約と併せて通訳サービス利用の予約をする必要があります。

　10月初めに、気仙沼・本吉広域防災センターにおいて、市内に暮らす外国人を対象とした防災講座が開催されました（主催：気仙沼
市小さな国際大使館・共催：MIA）。この講座の最後に、消防本部職員のご提案で急遽行われたのが、119番通報の訓練です。
　あまり知られていないかもしれませんが、119番通報は、外国人対応の環境が整備されていて、県内にある全ての消防本部・消防
局で、通訳コールセンターを介した多言語対応が可能となっています。外国人から通報があると、消防から通訳コールセンターにつ
なぎ、通訳を介して通報者と消防の職員が話すことができます。
　例えば、今回、防災講座を行った気仙沼・本吉地域の消防本部の場合、英語、中国語のほ
か、市内に多く暮らす技能実習生の母語であるインドネシア語、ミャンマー語、クメール語（カ
ンボジア語）など、合計19言語での対応が可能です。
　命を守るための119番通報が多言語でOKというのは大変心強いことですが、日常的にす
るものではないので、できれば練習して少しでも慣れておきたいところです。そして、これは
消防の方からお聞きしたことなのですが、実際に外国人から通報を受けた事例が少ないの
で、消防側にとっても練習をして本番に備えることが大切、とのことでした。
　多くの命を救うため、119番通報の多言語対応が今後より円滑に進むよう、今回の防災講
座のように、各地で機会を捉えて練習を重ねていくことが必要そうです。

　2022年9月から約半年の間、大崎市立松山中学校に在籍するパキスタン出身の３年生Rさんのオンライン学習支援（※）を行いま
した。Rさんは日本語がとても流暢で、意思疎通するには全く困らないほど日本語に長けていました。指導科目は算数と社会で、いい
所をたくさん褒めながら指導をしました。
　算数では、九九の指導も行いました。九九は地道で根気のいる分野ですが、非常に大切な分野でもあるので、指導の最初と最後の
５分間を九九の指導に充てました。一緒に声に出して九九を言ったり、何も見ずに九九を言ってもらったりしました。色々な問題の基
本となる九九を少しずつ覚えることができ、計算問題もスラスラ解けるようになりました。また、分数などの計算も指導したことで、
「数字を見るのが嫌じゃなくなった」、「理科の計算もできるようになった」と嬉しそうに話してくれました。
　社会では、担任の先生から教科書のデータをいただき、学校の予習という形で指導をしました。社会の教科書には漢字や専門用語
が多いため、日本語で理解できない単語は英語で説明したり、Google翻訳に全文を書き込み、英語に変換したものを読んで理解し
てもらうなどといった工夫をしました。学校での社会のテストでは、以前までは５、６問ほど空欄で提出していたテストを、予習を始め
てからのテストでは空欄が1問だけで、それ以外はかなりよく解けたと教えてくれました。それほど教科書の内容をよく理解すること
ができたのは、彼女の学ぶことに対するモチベーションの高さのおかげだと思っています。
　オンラインでの指導ということもあり接続等の問題は少々ありましたが、担任の先生にも協力をいただき円滑で実りある学習指導
ができたこと、本当に嬉しく思うと同時に感謝の気持ちでいっぱいです。これからもこのようなサポートを通じて、一人でも多くの外
国にルーツのある子どもたちが気持ちよく学習に取り組むことができることを願っています。

※オンライン学習支援　放課後や週末にオンラインで学習支援を行うもので、Rさんの場合は放課後に教室に残ってそこからオンラインに接続して、サポート
　を受けました。

外国人児童生徒サポーター　永井 珠李さん■■■第 10  回

外国につながる子どもたちの支援について考えるシリーズ 

「みやぎ外国人相談センター」から

中学生へのオンライン学習支援

TEL 0570-078377 平日 9:00～17:00

AIM＠
　１０月３日、今年度第２期のＭＩＡ日本語講座が開講しました。ＭＩＡ日本語講座には、週に4日の初級クラスと週に２日の中級クラス、そして週
に1日の夜間初級クラスがあります。今回は中級クラスに在籍するブラジル出身のジョアンさんとタイ出身のチャリアオさんにMIA日本語
講座での学習について伺いました。ジョアンさんは、「日本に来て４年になりま
す。以前通っていた日本語教室では文法の学習が中心でしたが、MIA日本語講
座は、毎回テーマに沿って話す機会が多いのが良いです。先生もやさしいです。
今後は、日本で仕事をし、長く暮らすために、もっと日本語を勉強したいです。」と
話してくれました。タイから日本に来て１０年経つチャリアオさんは、「はじめは日
本語講座に通いたくなかったのですが、夫の勧めでMIAに通いはじめました。今
は教室が楽しいです。友だちも先生もやさしい。日本語もできるようになりまし
た。予習、復習も必ずしています。もっと上手に話せるように、そして読めるよう
になりたいです。」とのことでした。お二人のお話から、楽しんで受講しているこ
と、そしてこれからももっと日本語の勉強をしたいという気持ちが伝わってきま
した。どうぞこれからも勉強をがんばってくださいね。

多文化 トピックな
119番通報の多言語対応について

法テラスでは外国語で無料で法律相談ができます

MIA日本語講座だより

　この研修会は、日本語学習を希望する県内在住の外国人にマンツーマンで学習支援を行う「MIA 日本語サポーター」の登録者、もし
くはこれから登録を希望する方を対象に、外国人の日本語学習サポートに関する基礎的な知識等を提供し、活動時に役立てていただくこ
とを目的として開催するものです。ご関心のある方は、ぜひご参加ください。
■日　時　2024年2月8日（木）13：00～15:00
■場　所　オンライン（Zoomミーティング）
■内　容　１　外国語としての日本語　 ２　日本語学習教材について　  ３　やさしい日本語
■参加費　無料　　■定　員　２０名（要申込み）
■申し込みは右記の Google フォームから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または

参加者募集　MIA日本語サポータービギナー研修会（オンライン）

https://mia-miyagi.jp/2401beginner

●対応言語：英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語、ベトナム語、
　タガログ語、ネパール語、タイ語、インドネシア語

多言語情報のURL　https://www.houterasu.or.jp/multilingual/index.html

　日本に暮らす外国人が何かしらの在留資格を持っていることはご存じで
しょうか。在留資格とは日本で生活するために必要な許可証のようなもの
です。今回は、たくさんある在留資格のうち、介護施設で外国人が働くため
の在留資格と制度についてご紹介いたします。
　現在、介護職に就くことができる在留資格は、4つあります。日本と相手
国の経済活動の連携強化を目指す「EPA介護福祉士候補者（特定活動）」、
日本で学んだ技能や知識を母国で生かしてもらうための「技能実習」、就労
を目的とする「特定技能」と「介護」、それぞれの制度には様々な特性があり
ます。対象国、在留期間や求められる日本語能力も異なります。
　当施設では、「介護」の在留資格を取得した外国人介護士が１２名います。留学生として来日、介護福祉士養成校を卒業後、介護福
祉士として働いています。令和９年３月までに養成校を卒業した人は、５年間継続して介護職に従事することで、国家試験の合否に関
わらず制限なく働くことができる経過措置の制度もあります。
　今後も外国人人材に関する制度見直しが予想されますが、ともに働き学ぶ仲間として誰もが暮らしやすい社会になることを願い
ます。

ジョアンさん（左）とチャリアオさん（右）

同期のベトナム人介護福祉士

特別養護老人ホーム　ウィング　
                              外国人留学生指導員　藤村 由香さん

外国人が介護士として働くための資格第１回

シリーズ 多文化介護の現場から

今回の講座ではミャンマーの技能実習生が
通報訓練に臨みました。

〈相談・予約先〉法テラス多言語情報提供サービス

担い手不足を背景に日本政府は介護現場にも外国人の受け入れを決め、宮城県内でも介護の仕事をする外国人が少しずつ増えていま
す。本シリーズは、大郷町の介護施設の外国人留学生指導員、藤村さんに外国人とともに働く介護現場についてご紹介いただきます。



「倶楽部MIA」の最新号及びバックナンバーは、WEB上でご覧
いただくことができます。 倶楽部MIA 検 索

　法テラス（日本司法支援センター）には、外国人が外国語で弁護士に無料相談ができる制度が
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＊無料法律相談・通訳サービスを利用するには、多言語情報提供サービスへ電話して、法律相談  
  の予約と併せて通訳サービス利用の予約をする必要があります。

　10月初めに、気仙沼・本吉広域防災センターにおいて、市内に暮らす外国人を対象とした防災講座が開催されました（主催：気仙沼
市小さな国際大使館・共催：MIA）。この講座の最後に、消防本部職員のご提案で急遽行われたのが、119番通報の訓練です。
　あまり知られていないかもしれませんが、119番通報は、外国人対応の環境が整備されていて、県内にある全ての消防本部・消防
局で、通訳コールセンターを介した多言語対応が可能となっています。外国人から通報があると、消防から通訳コールセンターにつ
なぎ、通訳を介して通報者と消防の職員が話すことができます。
　例えば、今回、防災講座を行った気仙沼・本吉地域の消防本部の場合、英語、中国語のほ
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　2022年9月から約半年の間、大崎市立松山中学校に在籍するパキスタン出身の３年生Rさんのオンライン学習支援（※）を行いま
した。Rさんは日本語がとても流暢で、意思疎通するには全く困らないほど日本語に長けていました。指導科目は算数と社会で、いい
所をたくさん褒めながら指導をしました。
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５分間を九九の指導に充てました。一緒に声に出して九九を言ったり、何も見ずに九九を言ってもらったりしました。色々な問題の基
本となる九九を少しずつ覚えることができ、計算問題もスラスラ解けるようになりました。また、分数などの計算も指導したことで、
「数字を見るのが嫌じゃなくなった」、「理科の計算もできるようになった」と嬉しそうに話してくれました。
　社会では、担任の先生から教科書のデータをいただき、学校の予習という形で指導をしました。社会の教科書には漢字や専門用語
が多いため、日本語で理解できない単語は英語で説明したり、Google翻訳に全文を書き込み、英語に変換したものを読んで理解し
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※オンライン学習支援　放課後や週末にオンラインで学習支援を行うもので、Rさんの場合は放課後に教室に残ってそこからオンラインに接続して、サポート
　を受けました。

外国人児童生徒サポーター　永井 珠李さん■■■第 10  回

外国につながる子どもたちの支援について考えるシリーズ 

「みやぎ外国人相談センター」から

中学生へのオンライン学習支援

TEL 0570-078377 平日 9:00～17:00

AIM＠
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す。以前通っていた日本語教室では文法の学習が中心でしたが、MIA日本語講
座は、毎回テーマに沿って話す機会が多いのが良いです。先生もやさしいです。
今後は、日本で仕事をし、長く暮らすために、もっと日本語を勉強したいです。」と
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を目的とする「特定技能」と「介護」、それぞれの制度には様々な特性があり
ます。対象国、在留期間や求められる日本語能力も異なります。
　当施設では、「介護」の在留資格を取得した外国人介護士が１２名います。留学生として来日、介護福祉士養成校を卒業後、介護福
祉士として働いています。令和９年３月までに養成校を卒業した人は、５年間継続して介護職に従事することで、国家試験の合否に関
わらず制限なく働くことができる経過措置の制度もあります。
　今後も外国人人材に関する制度見直しが予想されますが、ともに働き学ぶ仲間として誰もが暮らしやすい社会になることを願い
ます。
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同期のベトナム人介護福祉士

特別養護老人ホーム　ウィング　
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今回の講座ではミャンマーの技能実習生が
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担い手不足を背景に日本政府は介護現場にも外国人の受け入れを決め、宮城県内でも介護の仕事をする外国人が少しずつ増えていま
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賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙 宮城県国際化協会機関紙 
　倶楽部ＭＩＡ の定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
　宮交観光サービス（株）　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会

倶楽部
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機関紙
（隔月発行）

宮城県国際化協会

倶楽部
みやぎの多文化な人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。みやぎの多文化な人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。

登米市国際交流協会　事務局長　佐々木信一さん

ー来日のきっかけを教えてください。
　ブラジル・サンパウロ州スザノ市の日系移民が住む福博村（ふく
はくむら）で日系3世として日本語環境で育ちました。中学、高校と
学年が上がるにつれ、ポルトガル語でもしっかり勉強しなければな
らず大変でした。大学の建築学科で学んでいるとき、日本留学から
戻った幼なじみから私も憧れていた日本での生活について聞いた
ことがきっかけで母方の祖母の出身地にある東北大学大学院で県
費留学生として学ぶことになりました。
ー国際交流協会ともだちin名取と関わったきっかけや現在の活
動などをお話しください。
　卒業後、仙台市内の造園会社で働いているときに出会った日本人
男性と結婚しました。知り合いのブラジル人が日本語の勉強をした
いというので名取市役所に相談したら、「ともだちin名取」という団
体で学べることがわかり、私も一緒に参加し、日本語能力試験のN1
合格を目指すことにしました。その後子育てなどで多忙になり、しば
らく足が遠のいていましたが、2011年に名取市長が姉妹都市のブ
ラジル・グアララペス市へ訪問することになり、ともだちin名取を通
じて通訳の依頼があったことがきっかけで、つながりが復活しまし
た。その年の3月11日に発生した東日本大震災で訪問は延期になり
ましたが、今度は被災住民が暮らす仮設住宅でおしゃべりをするボ
ランティアの誘いがあり、それからずっと関わっています。
　現在は、多文化共生支援部に所属して広報などに携わっていま
す。今年３月１１日には石川県で開催された「多文化が共生する県民
フェスタ」で被災体験をお話しする機会をいただきました。
ーブラジル原産のビキーニョという野菜を栽培しているそうで
すね。
　仮設住宅でおしゃべりボランティアをしていたとき、ブラジル料
理を一緒に作ってみないかと提案したら、喜んでくれて、フェイジョ
アーダ（豆のシチュー）やポンデケージョ（チーズ味のパン）などを作
りました。それからブラジルへの興味を持つ人が増えて、日系ブラ
ジル人が多く住んでいる群馬県を訪問したりもしました。群馬県で
はキャッサバ*が栽培されており宮城でも試してみましたが、農家さ

　登米市国際交流協会（TIFA）は、市内在住外国出身者向けに、通年毎週金曜日夜７時～９時に日本語教室を開催しています。現在はベト
ナム、フィリピンやマレーシア出身者など７名ほどが日常生活や職場で役立てるた
め、さらには日本語能力試験合格を目指して学んでいます。
　また外国人相談窓口をこの日本語教室の開催時間に併せて設け、行政書類の翻訳
や病院での通訳の手配をしています。最近は在住外国人の高齢化に伴い、家族の葬
儀や遺産相続手続き支援などが増えてきました。
　１２月１７日（日）には、登米市国際まつりを迫公民館で行います。今年は三味線の演
奏や古武道の居合（いあい）を披露します。さらにイタリア、インド、フィリピン、中国、
韓国等々、世界の料理を振る舞う予定です。
　他にも市民向けの中国語教室や英語教室、米国、オーストラリア、カナダの国際姉
妹都市との交流事業などもあります。これからも地域の皆さんに身近な国際交流の
機会を提供したいと考えています。

みやぎの国際活動団体みやぎの国際活動団体

　佐々木敦子さん （MIA日本語サポーター）サポーターの声
　ベトナム人技能実習生のズオンさんに、8月半ばから週２回、１時間ずつオンラインでサ
ポートを始めました。12月の日本語能力試験N２合格に向けて、文法のテキストを使って勉
強しています。テキストのみだと例文が足りないと感じたので、Power Pointで教材を作成
し、１つの単語に６つくらいの例文を紹介するようにしています。ズオンさんはとても勉強熱
心な方で、ご自分でテキストをすべて終わらせていますし、「尊敬と尊重はどう違いますか」
「『伺う』は誰と話すときに使いますか」などと質問もたくさんしてくれています。１回の活動

で４ページ分を勉強していて、もっと増やしたほうがよいかとズオンさんに尋ねたところ、質問する時間もほしいのでこのペースでよいとの
ことでした。ズオンさんが納得できる支援を工夫しないといけないと気持ちを新たにしたところです。始めたばかりのころは、教材準備を続
けられるのかと私自身に不安がありましたが、ズオンさんの頑張りに励まされながら準備が面白いと感じるようになってきました。
　普段はお互いに仕事をしていることもあり、オンラインで活動していますが、先日、ベトナム料理を食べに誘ってくれました。サポートは私
にとって嬉しい機会になりました。ズオンさんの応援を続けようと思っています。

鴇田 ミリアン 由美子 さん
ブラジル連邦共和国 スザノ市福博村出身
国際交流協会ともだちin名取
多文化共生支援部 副会長
　

みやぎのふるさとふれあい事業のご報告　 AIM＠

鴇田さん一家

ビキーニョのピクルス

ブラジル野菜ビキーニョを
名取から広めたい

国際まつり

んに「東北は寒くて難しい」と言われた通りの結果になりました。
（*キャッサバ：タピオカの原料として知られているが、ポンデケー
ジョなどのブラジル料理にも広く使われている）
　東北でもブラジル野菜を育てたいとその後も試行錯誤を続けた
結果、ビキーニョに辿り着きました。ビキーニョは、2、3センチの赤く
コロッとした形で辛みの少ないとうがらしです。ブラジルではピク
ルスとして食べることが多いです。日本で種を購入できることがわ
かり、最初は鉢植えで育ててみました。鑑賞用にもなるくらいきれ
いな赤い実が鈴なりにできて、「これは色んな料理に使えそう！沿岸
部の災害危険区域でも栽培できるのでは？」と思いました。
　それから周囲の人たちに「畑で作りたい」と話してみたところ、「ど
うだろう、難しいと思うよ」と言われました。けれども、ブラジルで花
卉栽培を成功させた祖父譲りの“開拓者の血”が騒ぎ、俄然やる気
が出ました。そして私の熱意を理解してくれた農家さんが畑を提供
してくださり、地植え栽培ができるようになりました。
　始めてから今年が5年目で、毎年変化があります。昨年は風で作
物が傾き、慌てて支柱を添えましたが、今年は苗を地植えするとき
に一緒に支柱も立てました。収穫時の負担を減らすため、植え付け
箇所に盛り土をしました。また地元の尚絅学院大学で栄養学を学ぶ
学生さんたちが昨年から「チームびき～にょ」を結成して関わってく
れています。今年の夏、酷暑のなか朝6時の収穫に来てくれた時は
嬉しかったですよ。来年は近くにある別の農家さんや岩沼市の農家
さんからも畑も提供していただけることになりました。今後の課題
は、水やりです。保水タンクを置きたいのですが、畑が危険区域にあ
り設置物などに制限があるのが悩みどころです。
ーこれからどんなことをしたいですか。
　ビキーニョを多くの人に知ってもらいたいです。ブラジルと同じ
ではなく日本人向けにアレンジしたピクルスや、シーズニングソル
トなどを商品化して、地域の特産品にできたらと考えています。さ
らに冷凍保存したり、食品乾燥機を買って水分を除いたりとレシピ
作りにも励んでいます。ブラジル野菜が名取や東北を元気にする
ことができたら、嬉しい限りです。

　この事業は、留学生等県内在住の外国人に地域のお祭りや
イベントに参加してもらい、伝統文化の体験やホームビジット
/ステイなど地域住民との交流を通じて、県民と参加外国人の
相互理解を深めてもらうことが目的です。
　今年は9月30日に美里町で７か国から来た留学生８名が、
そして9月30日と10月1日には石巻市で６か国からきた８名
が、各地域の個性を活かしたイベントに参加しました。参加者
からは、「稲刈りや餅つき体験、それから精米所見学など、普通
の観光客が体験できないことができた」、「小さな町でしたが、
心温まる体験となりました。また近いうちに訪れたいです」、
「ホストファミリーには自分の親のように面倒をみていただい
た」、「震災遺構の学校見学では災害の恐ろしさがわかりまし
た」などの感想が寄せられました。 石巻市　茶道体験

　美里町　稲刈り体験

ズオンさん（左）と佐々木さん（右）

とき た


